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　アメリ力大学実情の第2回目は、サウスカロライナ州のクレ
ムソン大学の研究活性化戦略について紹介します。大学技術移
転管理者協会の総会出席のため、米国に出張した際に同大学の
技術移転組織を訪問した時の話をお知らせします。
　クレムソン大学は、サウスカロライナ州北西部グリーンビル
市の近郊に立±也する州内屈指の州立大学です。主に機械および
農業技術等の教育機関として1889年に設立されました。学生
数は、現在、1　7，000名以上にのぼり、農・林・ライフサイエ
ンス、建築・人文、ビジネス・行動科学、理工学、保健教育・人
間形成学の5学部から構成される博士課程までの大学です。
　同大学は近年、評価を著しく上げており、今年、『U．S，
News＆World　Report－2007』の全米公立大学の総合ラン
キングで30位に選ばれました。また、研究機関としても名声
を高めており、その一例として、同大学の先端繊維・フィルム
材料研究センターが、国立科学財団（NSF）より、全米に20
ある研究拠点の1つに指定されました。しかし以前、同大学は
それほど注目を集めるような大学ではありませんでした。
　変わり始めたきっかけは、2001年にジェームス＝ベイカー
氏が同大学へ学長として赴任してからだそうです。ベイカー氏
は赴任後、今後10年間の目標として、教育・研究・公共サー
ビス・学生生活のすべてにおいて、全米公立大学のベスト20
に選ばれることを明確に打ち出し、改革に着手しました。
　ベスト20を目指す理由としては、一流の大学と認識される　“
境界が20であり、この水準を達成することにより、優秀な人
材が集まり、研究教育の水準を向上でき、地元への経済効果を
含め、様々な相乗効果が得られる転換点と考えられるためです。
　以前より同大学は教育した人材を他の州へ送り出す構図にな
っていました。これでは州経済が豊かになりません。州の機関
であるクレムソン大学が率先して、高度な科学技術を基礎とす
るイノベーションを次々と興せば、それを活用して数々のベン
チャーが起業し、地元企業も成長し、雇用を促進できます。さ
らに投資も促進されるため、州の経済に大きく貢献できます。
　さて、研究分野の改革ですが、ベイカー氏は、研究担当副学
長にクリス＝プッジレンベル氏を指名し、彼に権限を与え、大
学の研究競争力を向上させるための施策を検討さぜたそうです。
　プッジレンベル氏はそれを受けて、まず研究力を向上させる
ためのロードマップを作成しました。主なプランは将来性のあ
る中核研究分野および隙間研究分野を10ほど選定することか
ら始まりました。それと並行して、州政府に働きかけて、大学の
研究設備や施設を大幅に拡充させるための予算を獲得しました。
　改革の基本は、大学の人材および資源を特定の領域に集中さ
せることとしました。単に、従来の学部や学科を再編成するの
ではなく、学部間の壁を取り払うことにより、異なった学問分
野にまたがった研究やサービスを行うための全く新しい基盤を
立ち上げることを計画しました。企業では実現できないプレー
クスルーは、異分野が融合した学問領域から頻出するといわれ
ていますが、このことを考慮した結果だと考えられます。
　中核研究分野を選定する基準としては、外部研究資金を将来
どの程度導入できるかどうかに焦点をしぼりました。また、隙
間研究分野の選定基準は、将来大きな市場が望める分野で、な
おかつ他の大学や企業がまだ着手していない分野としました。
その他、選定する際の前提条件としては、①各分野で核となれ
る教員がクレムソン大学に存在すること、②州内の企業や大学
等と連携できること、③学生の教育や地域に対するサービスを
さらに向上できること、としました。
　研究分野の選定は予想以上に難航したようで、実際には調査
会社に依頼をして、成長市場の結果をもとに選定したそうです。
〈クレムソン大学が力を入れる8つの研究教育分野〉
1．リーダシップと起業
2，自動車および輸送技術
3．生命工学と生体医科学
4，先端材料
5，持続可能な環境
6．，盾幸侵・通信圭支術
7．家庭および地域社会の生活
8．一般教養
　同大学が立地しているグリーンビル市の周辺には、ミシュラ
ンタイヤおよびピー・エム・ダブリューの組立工場が立地して
おり、自動車産業の基盤ができつつありました。そこに着目し、
地元の自動車関連産業との連携を強化することを目的として、
自動車および輸送技術の研究分野をまず選定したそうです。
　また、サウスカロライナ州に従来から集積されている繊維・
織物産業との連携を強固なものにするため、先端縄雛・フィル
ム材料などを中心とする先端材料分野を選定しました。
　最も特定が難しかったのは、生命工学と生体医科学分野の選
定だったそうです。外部研究資金が得られるような潜在的成長
分野は生命工学分野に多く存在するため、どうしても選定した
かった思惑がありました。しかし、クレムソン大学には、農・
林学部は存在しましたが、医学部および薬学部がありません。
同じ州内のサウスカロライナ大学には医学部も薬学部もあり、
同じ分野に進出すればかちあってしまいます。そこで、医学薬
学系でない隙間分野（バイオミメティクス〈生物の機能を模倣
する技術〉、生体組織のラピッドプロトタイピング、生体流体力
学、分子細胞ベースの病理学、再生医療、生体材料、バイオセ
ンサー等）から生命工学・生体医科学分野を構成したそうです。
　すこいのはここからで、これら8分野に適合する特任教員お
よび研究員を新規に多数採用し、さらに大学院生の定員を2倍
に増やしました。もちろん、すでに在籍している教員に対して
上記の分野のどれかに入ることを奨励しました。
　これらの施策が功を奏したためか、同大学の外部研究資金獲
得額は右肩上がりで増加しはじめました（図1参照）。また、
技術移転の実績も目ざましく、ここ3年間で毎年200万ドル以
上のライセンス収入を上げています。
　翻って当大学の事情を考えてみた場合、これらの取り組みを
そのまま適用するのは極めて難しいといえます。しかし、「研
究大学」としての地位を高めるための施策を検討する際には、
クレムソン大学の取り組みは何らかの参考になると思われます。
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図1　クレムソン大学の外部研究資金獲得額
単位：百万USドル
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